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『
海
鳥
た
ち
の
遺
言
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
目
を
引
き
ま
す
。
何

の
本
か
と
思
う
方
が
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
上
垣
勝
牧
師
が
四
七

年
に
お
よ
ぶ
伝
道
牧
会
を
終
え
、
引
退
後
に
上
梓
さ
れ
た
説
教
集
で

す
。「
海
鳥
た
ち
の
遺
言
」
と
は
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
鳥

た
ち
の
死
骸
の
こ
と
。
死
ん
だ
鳥
た
ち
の
腹
の
中
に
、
飲
み
込
ん
だ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
か
け
ら
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
か
け
ら
な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
鳥
た
ち
は
そ
れ
を
排
泄
で

き
ず
、
た
め
込
ん
で
死
ん
だ
の
で
す
。
こ
の
海
鳥
た
ち
の
「
遺
言
」

と
い
う
象
徴
的
な
言
葉
を
上
垣
先
生
は
説
教
集
の
タ
イ
ト
ル
に
選
び

ま
し
た
。

こ
の
説
教
集
は
、
生
態
的
破
局
の
現
実
を
紹
介
し
な
が
ら
自
然
と

共
に
生
き
、
ま
た
社
会
の
不
正
や
歪
み
を
見
つ
め
、
弱
い
人
々
の
傍

ら
に
立
っ
て
語
り
か
け
る
上
垣
先
生
の
珠
玉
の
説
教
を
集
め
た
も
の

で
す
。
聖
書
の
福
音
の
世
界
が
優
し
い
語
り
口
で
説
か
れ
、
心
に
沁

み
ま
す
。
本
書
を
読
了
し
て
評
者
は
心
が
癒
や
さ
れ
、
優
し
い
気
持

ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
説
教
を
毎
週
傾
聴
で
き
た
教

会
の
信
徒
の
方
々
は
な
ん
と
幸
い
か
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

著
者
の
上
垣
勝
牧
師
は
神
学
大
学
を
卒
業
後
、
長
く
九
州
、
東
北
、

北
陸
の
教
会
で
牧
師
を
し
、
最
後
は
東
京
教
区
北
支
区
の
板
橋
大
山

教
会
で
一
三
年
間
牧
師
を
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
弘
前
南
教
会
の
牧

師
時
代
の
上
垣
先
生
に
評
者
は
出
会
い
ま
し
た
。
伝
道
す
る
こ
と
が

楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
、
溌
溂
と

し
た
魅
力
的
な
牧
師
で
し
た
。
そ
の
後
も
繋
が
り
や
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。
最
初
の
出
会
い
か
ら
四
〇
年
が
経
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
先

生
は
自
転
車
で
一
時
間
か
け
板
橋
か
ら
評
者
の
中
村
町
教
会
の
礼
拝

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
上
垣
先
生
の
心
意
気
に
感
動
し
ま

し
た
。
引
退
後
、
少
し
も
自
分
を
誇
ら
ず
、
他
者
に
仕
え
る
道
を
選

ぶ
先
輩
牧
師
が
い
る
こ
と
を
評
者
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。

†
本
・
批
評
と
紹
介

海
鳥
た
ち
の
遺
言

世
界
と
神
を
黙
想
す
る

上
垣

勝
著

〈
評
者
〉

小
友

聡

世
界
と
人
の
た
め
に

希
望
の
種
を
蒔
く

13

本
書
に
収
め
ら
れ
た
説
教
は
す
べ
て
板
橋
大
山
教
会
で
語
ら
れ
た

も
の
。
教
会
員
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
優
し
く
語
り
掛
け

て
い
ま
す
。
説
教
集
は
三
部
構
成
で
す
。
第
一
部
「
自
然
・
環
境
」、

第
二
部
「
人
間
の
道
」、
第
三
部
「
小
さ
き
者
を
用
い
る
神
」
と
い

う
章
立
て
が
さ
れ
ま
す
。
自
然
環
境
破
壊
の
現
実
、
地
震
と
原
発
問

題
、
平
和
と
戦
争
責
任
の
問
題
、
障
碍
者
や
高
齢
者
問
題
な
ど
身
近

な
問
題
に
触
れ
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
者
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
原
発
稼
働
を
憂
慮
す
る
上
垣
先
生
は
東
日
本
大
震

災
前
に
地
震
に
よ
る
原
発
の
破
局
的
災
害
を
警
告
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
、
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所

に
触
れ
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
元
首
相
に
つ
い
て
も
印
象
深
く
語
ら

れ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
者
が
社
会
に
お
い
て
倫
理
的
に
生
き
る
必

要
を
強
く
教
わ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
、
上
垣
先
生
の
特
別
な
関
心
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
ゼ
共
同
体
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
問
題
、

政
治
問
題
に
触
れ
な
が
ら
も
キ
リ
ス
ト
者
の
霊
性
を
大
切
に
考
え
る

こ
と
に
先
生
御
自
身
の
信
仰
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

あ
と
が
き
の
言
葉
が
心
に
深
く
沁
み
ま
す
。「
希
望
の
種
を
蒔
こ

う
。
地
球
も
人
の
世
も
荒
れ
野
に
な
る
前
に
。
心
折
れ
そ
う
な
時
に

も
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
希
望
を
も
っ
て
前
進
で

き
ま
す
。
平
和
と
喜
び
、
希
望
と
愛
、
信
仰
の
勇
気
。
そ
れ
ら
が
活

き
活
き
と
湧
き
上
が
る
泉
を
見
出
し
、
行
き
詰
っ
て
も
そ
こ
か
ら
何

度
も
再
出
発
す
れ
ば
い
い
」（
二
〇
三
頁
）。
そ
の
通
り
で
す
。
四
七

年
伝
道
牧
会
に
人
生
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
た
上
垣
勝
先
生
の
渾
身
の
説

教
集
を
皆
さ
ん
に
心
か
ら
推
薦
い
た
し
ま
す
。

（
お
と
も
・
さ
と
し=

東
京
神
学
大
学
教
授
・
中
村
町
教
会
牧
師
）

（
四
六
判
、
二
〇
八
頁
、
定
価
二
四
二
〇
円
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
）
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使
徒
た
ち
の
活
動
が
終
わ
っ
た
の
ち
、
教
会
の
礎
を
築
い
た
古
代

の
神
学
的
著
作
家
た
ち
を
一
般
的
に
教
父
と
呼
ぶ
が
、
彼
ら
の
思
想

や
位
置
付
け
を
学
ぶ
手
引
き
と
し
て
著
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

著
者
の
土
井
健
司
氏
は
、
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
の
思
想
を
中

心
に
、
古
代
教
父
に
関
す
る
多
く
の
著
書
や
訳
書
を
公
刊
す
る
と
と

も
に
、
生
命
倫
理
な
ど
現
代
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
様
々
な
媒
体
で

議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
本
書
は
、「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
通
り
、
近
年
様
々
な
教
父
た
ち
の
優
れ
た
訳
書
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
教
父
学
全
般
を
見
渡
し
、
そ
の
道
案
内

と
な
る
書
籍
が
少
な
い
今
日
の
状
況
を
鑑
み
、
書
き
起
こ
さ
れ
た
。

な
お
、『
福
音
と
世
界
』
の
二
〇
一
九
年
九
月
号
か
ら
二
〇
二
二
年

三
月
号
ま
で
の
連
載
原
稿
が
、
本
書
の
基
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
教
父
学
の
定
義
や
昨
今
の
研
究
状
況
を
概
観
す
る
序
論

に
始
ま
り
、
四
世
紀
前
半
ま
で
の
教
父
た
ち
の
生
涯
や
思
想
を
論
じ

て
い
る
。
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
お
よ
そ
五
つ
の
「
使
徒
教

父
」
文
書
（
ロ
ー
マ
の
ク
レ
メ
ン
ス
、
イ
グ
ナ
テ
ィ
オ
ス
、
ポ
リ
ュ

カ
ル
ポ
ス
、『
デ
ィ
ダ
ケ
ー
』、『
ヘ
ル
マ
ス
の
牧
者
』）、
弁
証
家
お

よ
び
異
端
反
駁
者
に
位
置
付
け
ら
れ
る
三
人
の
人
物
（
ユ
ス
テ
ィ
ノ

ス
、
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
）、
女
性
に
焦
点
を
当
て

た
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
（『
ヤ
コ
ブ
原
福
音
書
』、『
パ
ウ
ロ
と
テ
ク
ラ

の
行
伝
』、『
ペ
ル
ペ
ト
ゥ
ア
と
フ
ェ
リ
キ
タ
ス
の
殉
教
』）、
地
中
海

東
方
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
活
躍
し
た
三
人
の
人
物
（
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
、
大
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ

ス
）、
ロ
ー
マ
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
西
方
で
活
躍
し
た
三
人
の
人
物

（
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
）、
そ

し
て
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
強
い
影
響
を
受
け
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
や
カ
ッ
パ

ド
キ
ア
な
ど
で
活
躍
し
た
二
人
の
人
物
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
・
タ
ウ
マ

ト
ゥ
ル
ゴ
ス
、
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
）
で
、
地
域
や
主
題
の
バ
ラ
ン
ス
が

†
本
・
批
評
と
紹
介

教
父
学
入
門

ニ
カ
イ
ア
以
前
の
教
父
た
ち

土
井
健
司
著

〈
評
者
〉

津
田
謙
治

そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
を
抉
り
取
る

独
自
の
手
法
が
光
る
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取
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
テ
ク
ラ
や
ペ
ル
ペ
ト
ゥ
ア
な
ど
、

一
般
的
に
は
教
父
に
分
類
さ
れ
な
い
が
、
古
代
に
お
け
る
女
性
の
視

点
な
ど
を
積
極
的
に
議
論
の
俎
上
に
取
り
上
げ
て
い
る
点
は
特
徴
的

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
全
三
〇
章
の
う
ち
、
一
章
に
一
人
も

し
く
は
一
つ
の
作
品
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
ユ
ス
テ
ィ
ノ
ス
な
ど
二

章
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
者
も
お
り
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
つ
い
て

は
四
章
に
わ
た
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
教
父
の
生
涯
、
著

作
、
そ
の
特
徴
的
な
思
想
が
論
じ
ら
れ
る
点
で
、
従
来
の
教
父
の
概

説
書
と
並
ぶ
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
構
成
と
言
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
父
た
ち
の
主
題
を
抉
り
取
る
手
法
は
、
著
者
独
自
の
視
点
が
存
分

に
活
か
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ロ
ー
マ
の
ク
レ
メ
ン
ス
は
信
徒
同

士
の
「
嫉
妬
」
に
立
ち
向
か
う
者
と
し
て
、
ユ
ス
テ
ィ
ノ
ス
は

「
声
」
と
し
て
の
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
に
意
識
を
向
け
た
者
と
し
て
特

徴
が
描
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
明
確
な
主
題
を
掲
げ
つ
つ
も
、

当
時
の
時
代
や
思
想
状
況
に
気
を
配
る
論
じ
方
は
、
少
な
く
と
も
入

門
書
と
し
て
類
書
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
著
者
の
他
の
専
門
書
や
訳
書
も
非
常
に
読
み
や
す
い
日
本
語
で
書

か
れ
て
い
る
が
、
本
書
も
同
様
に
、
時
に
複
雑
で
錯
綜
す
る
教
父
た

ち
の
議
論
が
分
か
り
や
す
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

議
論
の
省
略
で
は
な
く
、
咀
嚼
さ
れ
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
近
年
の

感
染
症
な
ど
新
た
な
現
代
的
視
点
と
と
も
に
捉
え
直
さ
れ
て
お
り
、

他
分
野
だ
け
で
な
く
近
接
す
る
領
域
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
刺
激
的

な
著
作
で
あ
る
。
今
後
、
本
書
に
引
き
続
い
て
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
教

父
な
ど
四
世
紀
後
半
以
降
の
思
想
家
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る

か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
つ
だ
・
け
ん
じ
＝
京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
）

（
四
六
判
・
二
六
〇
頁
・
定
価
二
四
二
〇
円
・
新
教
出
版
社
）
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本
書
は
、
桜
美
林
学
園
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
従
事
す
る
チ
ャ
プ

レ
ン
た
ち
が
、
学
園
主
導
の
周
年
事
業
と
は
別
に
、
独
自
に
計
画
、

出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
桜
美
林
学
園
の
創
立
者
、
清
水
安
三
を
キ

リ
ス
ト
教
神
学
の
視
点
か
ら
立
体
的
に
考
察
し
た
先
行
的
作
業
は
こ

れ
ま
で
に
な
く
、
単
な
る
創
立
者
賛
美
に
留
ま
ら
な
い
「
人
間
・
清

水
安
三
」
を
生
き
生
き
と
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、
安
三
の
生
誕
か
ら
受
洗
ま
で
の
歩
み
を
丁
寧
に
辿

る
。
安
三
が
育
っ
た
厳
し
い
家
庭
環
境
と
、
彼
の
人
生
を
変
え
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
の
出
会
い
。
と
り
わ
け

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
「
か
ら
し
種
」
の
よ
う
に
小
さ
く
と
も
神
を
信
じ
る

信
仰
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
へ
の
確
信
は
、
安
三
に
も
し
っ
か
り

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
清
水
安
三
の
桜
美
林
教
会
礼
拝

に
お
け
る
以
下
の
言
葉
に
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
同
志

社
の
石
こ
ろ
で
も
新
島
先
生
に
な
れ
る
。
か
ら
し
種
一
粒
ほ
ど
の
信

仰
が
あ
れ
ば
何
で
も
出
来
ま
す
」。
こ
の
「
か
ら
し
種
」「
石
こ
ろ
の

精
神
」
は
、
そ
の
後
の
安
三
の
一
貫
し
て
ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
原
理

と
な
っ
た
。

第
二
章
は
同
志
社
時
代
の
清
水
安
三
の
信
仰
と
神
学
の
形
成
を
論

じ
る
。
安
三
に
と
っ
て
新
島
襄
の
生
き
方
は
「
夢
」
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
は
、
新
島
の
才
能
へ
の
憧
れ
で
は
な
く
、
神
が
石
こ
ろ
か

ら
起
こ
し
た
者
と
し
て
、
自
ら
の
生
涯
と
理
想
的
に
重
ね
合
わ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
安
三
の
自
由
主
義
神
学
的
、
包
摂
主
義
的
側
面
、

中
江
藤
樹
へ
の
共
鳴
等
に
言
及
し
つ
つ
、
彼
の
中
に
は
神
と
人
と
の

関
係
の
超
越
性
に
基
づ
く
罪
性
、
劣
等
感
か
ら
救
わ
れ
た
と
い
う
信

仰
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

桜
美
林
学
園
は
昨
年
百
周
年
を
迎
え
た
が
、
そ
れ
は
清
水
安
三
が

一
九
二
一
年
に
中
国
北
京
に
お
い
て
崇
貞
学
園
を
創
立
し
た
こ
と
を

起
点
と
し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
実
に
二
二
年
以
上
に
及
ぶ
安
三

の
中
国
で
の
働
き
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
安
三
は
、
北
京
・
朝
陽
門

外
の
貧
し
さ
と
苦
難
の
内
に
あ
る
女
子
た
ち
の
人
権
・
自
立
・
教
育

†
本
・
批
評
と
紹
介

無
我
夢
中

桜
美
林
学
園
の
創
立
者
・

清
水
安
三
の
信
仰
と
実
践

桜
美
林
学
園
チ
ャ
プ
レ
ン
会
編
著

〈
評
者
〉

西
原
廉
太

「
福
音
と
宣
教
」
に
責
任
を

持
つ
人
々
の
必
読
書
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の
た
め
に
崇
貞
学
園
を
創
設
し
た
。
そ
の
精
神
は
、
清
水
安
三
の
生

涯
を
貫
く
生
き
様
で
あ
っ
た
。
日
本
が
中
国
で
植
民
地
を
拡
大
し
、

横
暴
な
る
侵
略
・
支
配
を
繰
り
広
げ
た
中
に
あ
っ
て
、
徹
底
し
て
中

国
の
人
々
に
寄
り
添
っ
た
安
三
は
、
確
か
に
驚
く
べ
き
本
物
の
国
際

人
で
あ
っ
た
。

　
清
水
安
三
は
一
九
二
四
年
に
二
年
間
、
米
国
オ
ー
バ
リ
ン
大
学
に

留
学
し
て
い
る
。
第
四
章
は
、
こ
の
米
国
留
学
時
代
に
形
成
さ
れ
た

神
学
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
、
批
判
的
に
も
検
討
す
る
。
安
三
は
、

歴
史
的
に
抑
圧
さ
れ
て
き
た
黒
人
が
背
負
う
十
字
架
の
意
味
を
十
分

に
は
理
解
し
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
、
一

方
で
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
。

　
第
五
章
で
は
、
敗
戦
直
後
、
中
国
か
ら
引
き
揚
げ
て
一
週
間
も
経

た
な
い
間
に
、
淵
野
辺
の
地
に
土
地
と
建
物
を
借
り
、
桜
美
林
学
園

を
設
立
し
た
清
水
安
三
の
熱
情
と
尽
力
が
豊
か
に
語
ら
れ
る
。
安
三

の
桜
美
林
学
園
創
立
を
物
心
共
に
支
え
た
の
は
、
実
に
あ
の
賀
川
豊

彦
で
あ
っ
た
。

　「
稀
代
の
教
育
者
で
あ
り
宗
教
家
で
あ
っ
た
清
水
安
三
」。「
あ
と

が
き
」
を
執
筆
し
た
前
桜
美
林
大
学
学
長
、
広
島
女
学
院
院
長
・
大

学
学
長
の
三
谷
高
康
は
、
こ
う
清
水
安
三
を
表
現
す
る
。

　
本
書
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
み
通
し
た
者
は
皆
、
清
水
安
三
は

ま
さ
し
く
「
稀
代
の
教
育
者
で
あ
り
宗
教
家
で
あ
っ
た
」
こ
と
に
同

意
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
安
三
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
よ
り
知
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
確
信
す
る
に
違
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
教
育
関

係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
と
い
う
地
に
お
け
る
「
福
音
と
宣
教
」
に

責
任
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
の
必
読
書
が
、〈
今
・
こ
の
時
〉
に
出

版
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、
喜
び
た
い
。

（
に
し
は
ら
・
れ
ん
た
＝
立
教
大
学
総
長
・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
理
事
長
）

（
Ａ
５
判
・
二
二
八
頁
・
定
価
一
九
八
〇
円
・
新
教
出
版
社
）
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「
長
期
持
続
す
る
志
」。
本
書
を
手
に
取
っ
て
、
こ
ん
な
言
葉
が
思

い
浮
か
ん
だ
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
と
大
江
健
三
郎
の
つ
ぎ
は
ぎ
の
よ
う
で

恐
縮
だ
が
、
確
か
に
そ
う
思
え
る
。
本
書
を
構
成
す
る
各
章
は
、
発

表
の
場
所
も
時
期
も
、
対
象
と
す
る
読
者
、
聴
衆
も
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
基
本
的
に
手
を
加
え
て
い
な
い
。
そ
れ
が
ま
る
で
一
気
に
書

き
下
ろ
し
た
よ
う
に
、
一
貫
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

著
者
の
問
題
意
識
は
明
快
で
あ
る
。
そ
れ
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の

歴
史
を
ロ
ー
マ
史
の
文
脈
の
な
か
で
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
書
の
各
所
で
確
認
し
う
る
が
、
自
身
の
研
究
生
活
を
振
り
返
り
な

が
ら
全
体
の
構
想
を
示
す
第
1
章
に
よ
る
と
、
こ
の
問
題
意
識
は
、

ま
ず
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
史
研
究
の
ス
タ
ン
ス
で
キ
リ
ス
ト
教

史
を
み
て
い
た
」
秀
村
欣
二
教
授
に
触
発
さ
れ
（
12
頁
）、
つ
い
で

荒
井
献
氏
や
田
川
建
三
氏
の
研
究
に
刺
激
を
受
け
（
13
─
14
頁
）、

し
か
し
教
会
史
で
は
な
く
、「
初
期
キ
リ
ス
ト
教
を
ロ
ー
マ
史
の
視

覚
で
研
究
し
た
い
」
と
の
構
想
を
弓
削
達
氏
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
新

約
聖
書
時
代
よ
り
や
や
下
っ
た
迫
害
時
代
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
を
示

唆
さ
れ
て
定
ま
っ
た
と
さ
れ
る
（
16
頁
）。

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
迫
害
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
、
帝
国

側
の
激
し
い
迫
害
に
殉
教
者
を
出
し
な
が
ら
も
耐
え
忍
ん
で
つ
い
に

勝
利
す
る
、
と
い
っ
た
描
か
れ
方
が
横
行
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
著
者
は
こ
う
し
た
二
項
対
立
の
図
式
と
は
決
別
し
、
別
の
見
方

を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
散
発
的
な
迫
害
以
外
の
長
い
期

間
と
広
い
地
域
を
視
野
に
入
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
ほ
か
の
地
中
海

の
人
々
と
ど
の
よ
う
な
価
値
観
や
生
活
態
度
を
共
有
し
、
ま
た
ど
の

点
が
異
な
っ
て
い
た
か
に
焦
点
を
当
て
、
彼
ら
が
最
終
的
に
地
中
海

世
界
を
変
え
た
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
ま
り
変
え
な
か
っ
た
の
か
を
問

う
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
迫
害
と
い
う
事
象
自
体
も
こ
う
し
た
「
長

期
持
続
」
の
広
範
囲
な
生
活
空
間
の
な
か
か
ら
逆
に
捉
え
直
さ
れ
る
。

†
本
・
批
評
と
紹
介

初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界

松
本
宜
郎
著

〈
評
者
〉

足
立
広
明

キ
リ
ス
ト
教
は

地
中
海
世
界
を
変
え
た
の
か
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こ
の
観
点
か
ら
、
あ
る
と
き
は
モ
ラ
ル
や
性
的
規
範
に
、
あ
る
と

き
は
奴
隷
や
女
性
に
、
あ
る
と
き
は
職
業
に
、
ま
た
あ
る
と
き
は
教

会
間
交
流
に
、
さ
ら
に
「
異
」
教
哲
学
者
の
見
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
、

イ
タ
リ
ア
と
い
う
地
域
で
見
た
場
合
の
変
化
な
ど
、
章
に
よ
っ
て
多

様
な
テ
ー
マ
が
論
じ
ら
れ
て
い
く
。

　
そ
の
立
論
は
、
マ
ク
マ
レ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、「
あ
ま
り

変
化
さ
せ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
周
囲
の
ロ
ー
マ
人
と
共
通
す
る
点
が

多
か
っ
た
」
と
い
う
、
多
分
に
伝
統
的
教
会
史
観
へ
の
批
判
を
込
め

た
近
年
の
研
究
成
果
を
尊
重
し
つ
つ
、
で
は
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
が
最

終
的
に
ロ
ー
マ
帝
国
で
優
位
を
占
め
て
い
く
の
か
を
探
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
史
や
心
性
史
、
そ
れ
に
ブ
ラ
ウ
ン
に

代
表
さ
れ
る
近
年
の
古
代
末
期
研
究
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
異
」
教
と
キ
リ
ス
ト
教
で
共
通
す
る
部
分
は
多
く
と
も
、
都
市
共

同
体
や
そ
の
主
体
と
な
る
上
層
市
民
の
枠
を
超
え
た
一
つ
の
信
仰
共

同
体
を
作
ろ
う
と
す
る
点
、
た
と
え
ば
遠
隔
地
の
教
会
と
も
一
体
化

を
保
と
う
と
す
る
一
方
、
女
性
や
奴
隷
も
神
の
前
で
は
等
し
く
救
済

に
与
る
人
間
と
見
な
す
な
ど
、
そ
の
生
活
態
度
や
心
性
に
お
い
て
古

代
末
期
の
社
会
変
化
に
適
合
す
る
新
し
い
見
方
を
提
示
で
き
て
い
た

の
だ
、
と
す
る
の
が
各
頁
で
語
ら
れ
る
著
者
の
見
方
で
あ
る
。

　
本
書
の
な
か
で
は
、
比
較
的
時
代
の
下
る
キ
リ
ス
ト
教
公
認
後
の

教
父
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
焦
点
を
当
て
た
、
新
し
い
エ
リ
ー
ト
で
あ
る

司
教
の
出
現
に
つ
い
て
分
析
す
る
章
（
第
8
章
）
で
も
こ
の
視
点
は

貫
か
れ
て
い
る
。
彼
の
個
々
の
行
動
は
元
首
政
期
の
パ
ト
ロ
ン
の
よ

う
で
あ
り
、
彼
を
支
持
す
る
民
衆
の
動
き
も
け
っ
し
て
新
し
い
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
民
衆
の
支
持
を
背
景
に
皇
帝
と
交

渉
し
、
論
敵
を
蹴
落
と
し
て
い
く
人
物
は
以
前
に
は
な
く
、
一
方
そ

れ
以
降
の
司
教
に
は
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
と
同
時

期
の
帝
国
と
社
会
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
つ
い
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ヌ
ス
の
後
継
者
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
長
い
統
治
に
注
目
す

る
視
点
も
、
あ
ら
た
め
て
炯
眼
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
伝
統
的
に
ロ
ー
マ
史
は
、
史
料
の
性
格
上
か
ら
も
上
層
市
民
の
政

治
史
が
主
流
を
占
め
、
一
方
教
会
史
は
信
仰
と
教
義
を
重
視
す
る
。

し
か
し
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
す
る
史
料
は
、
宗
教
的
偏
り
は

別
と
し
て
、
当
時
の
上
層
市
民
で
な
い
人
々
の
生
活
を
垣
間
見
さ
せ

る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
松
本
氏
は
、
こ
の
史
料
を
出
発
点
に
、
二

つ
の
領
域
を
横
断
し
て
歴
史
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
示
唆
し
て

い
る
。
ま
た
、
上
述
の
日
本
人
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
主
要

な
研
究
の
流
れ
を
知
る
上
で
も
本
書
は
手
際
が
よ
く
、
こ
の
時
代
に

つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
良
き
導
き
手
と
な
る

と
思
わ
れ
る
。

 

（
あ
だ
ち
・
ひ
ろ
あ
き
＝
奈
良
大
学
教
授
）

（
四
六
判
・
四
〇
〇
頁
・
定
価
三
三
〇
〇
円
・
新
教
出
版
社
）
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2021年8月号
書名 著・訳・監修者、出版社 書評者

巻頭エッセイ：自分史の一瞬をとらえた本　　ミラ・ゾンターク
香港のキリスト教を知るにはこの三冊！　　松谷曄介
信仰生活ガイド　信じる生き方 増田琴編、日本キリスト教団出版局 上林順一郎
悲しみの過去を手放し希望の未来へ 佐藤彰著、日本キリスト教団出版局 千 田 次 郎
聖書とモンゴル 芝山豊他編、教文館 月 本 昭 男
キリスト教の死生観 上田光正著、教文館 芳 賀　 力
加藤常昭説教全集 32
コリントの信徒への手紙一講話 加藤常昭著、教文館 福 嶋 裕 子

逢坂元吉郎 鵜沼裕子著、新教出版社 鈴 木 範 久
心の垣根を越えて キャスリン・スピンク著、一麦出版社 片 柳 弘 史
信仰の神秘 小笠原優著、イー・ピックス 阿部仲麻呂

2021年10月号
巻頭エッセイ：本との出会いを通しての奇跡　　鳥居雅志
「金と神」について考えるならこの三冊！　　福島　揚
小川修パウロ書簡講義録７
ガラテヤ書講義Ⅰ 小川修著、リトン 廣 石　 望

花子とアン　村岡花子の甲府時代 深沢美恵子編著、教文館 小檜山ルイ
加藤常昭説教全集 33
コリントの信徒への手紙二講話 加藤常昭著、教文館 菊池美穂子

宗教と理性をめぐる対話 ジョン・ヒック著、教文館 若 林　 裕
ゴシック芸術に学ぶ現代の生きかた 近藤存志著、教文館 藤 掛 順 一
カルヴァンの詩編の神学 H.J.セルダーハウス著、教文館 大 石 周 平
聖なる神の聖なる民─レビ記 大頭眞一著、ヨベル 手 島 勲 矢
謎解きの知恵文学 小友聡著、ヨベル 矢 部　 節

『本のひろば』のバックナンバーをWeb 上で閲覧できます。下記アドレスから「『本のひろ
ば』バックナンバー」にアクセスしてください。

https://honhiro.com/

2021年9月号
巻頭エッセイ：「試験問題」から生涯の愛読書へ　　前川　裕
「原発問題」を学ぶならこの三冊！　　久保文彦
聖書を考える P.リクール・A.ラコック著、教文館 大 貫　 隆
パウロの生涯と神学 朴憲郁著、教文館 廣 石　 望
教会実務を神学する 山崎龍一著、教文館 古 賀　 博
キリスト教史の学び（下） 越川弘英著、キリスト新聞社 村 上 み か
Ｍ・Ｌ・キングと共働人格主義 菊地順著、聖学院大学出版会 松 本 敏 之
マックス・ヴェーバーの生涯と学問 黒川知文著、ヨベル 千 葉　 眞
実践　教会役員 坂本雄三郎著、リトン 清 重 尚 弘

それでも一緒に歩いていく 牧ノ原やまばと学園 50 年誌編纂委員会編著、
ラグーナ出版 阿 部 志 郎

キリスト教ビギナーズ 崔炳一著、一麦出版社 村 瀬 義 史
岡田稔の神学 木下裕也著、一麦出版社 松 田 真 二
100 年前のパンデミック 富坂キリスト教センター編、新教出版社 山 口 陽 一
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2021年11月号
巻頭エッセイ：「見えない線」を求めて　　島田由紀
民主主義を学ぶならこの三冊！　　柳父圀近
Ｎ・Ｔ・ライト新約聖書講解９
すべての人のためのローマ書１ N.T.ライト著、教文館 鎌 野 直 人

聖書に聴く「人生の苦難と希望」 船本弘毅著、教文館 髙橋貞二郎
十四歳からの読書ナビ 小原信著、教文館 柴 崎　 聰
ヒッタイトの歴史と文化 ビリー・ジーン・コリンズ著、リトン 石 川　 立

「原罪論」の形成と展開 上智大学中世思想研究所編、知泉書館 田 中　 裕
目はかすまず気力は失せず 関田寛雄著、新教出版社 沢　 知 恵
新約聖書註解Ⅻ
テモテ・テトス・フィレモン書 ジャン・カルヴァン著、新教出版社 飯 田　 仰

キリスト教思想史の諸時代Ⅲ 金子晴勇著、ヨベル 阿部仲麻呂

2021年12月号
巻頭エッセイ：子どもたちへの言葉の力強さ　　笹森田鶴
クリスマスを味わうならこの三冊！　　水野隆一
ヨブ記注解 並木浩一著、日本キリスト教団出版局 及 川　 信
我が国籍は天に在り 舩戸良隆著、日本キリスト教団出版局 小 友　 聡
遺跡が語る聖書の世界 長谷川修一著、新教出版社 山 野 貴 彦

〈スコットランド信仰告白〉
による信仰入門 原田浩司著、一麦出版社 伊勢田奈緒

イエスさまについて行こう ソーニャ・M. スチュワート著、一麦出版社 小 泉　 健
天国なんてどこにもないよ 関野和寛著、教文館 伊 藤　 悟
加藤常昭説教全集 37
旧約聖書・福音書の説教 加藤常昭著、教文館 鷹 澤　 匠

2022年1月号
巻頭エッセイ：私たちは人生で、何冊の本を読めるのだろう　　大石周平
詩と詩編にふれるならこの三冊！　　横山良樹
ひと時の黙想　全き心を求めて ストーミー・オマーティアン著、日本聖書協会 吉 川 直 美
ひとりで死なせはしない 関野和寛著、日本キリスト教団出版局 石 丸 昌 彦
主はわたしの羊飼い マルティン・ルター著、教文館 大 島 征 二
子ども、本、祈り 斎藤惇夫著、教文館 笹 森 田 鶴
アナキズムとキリスト教 ジャック・エリュール著、新教出版社 塩野谷恭輔
ユダよ、帰れ 奥田知志著、新教出版社 関 田 寛 雄
東西の霊性思想 金子晴勇著、ヨベル 片 柳 榮 一
人はどこから来て、どこへ行くのか？ 河野勇一著、ヨベル 山 口 希 生
三訂版 ウェストミンスター信仰規準 松谷好明訳、一麦出版社 青 木 義 紀
敵対から共生へ ジョン・ポール・レデラック著、ヨベル 久 保 木 聡
神学は語る
パウロと律法

ヴェロニカ・コペルスキ著、日本キリスト教
団出版局 浅 野 淳 博



22

既刊案内（2022年8月〜2022年9月）
編 ・ 著 ・ 訳 者 書　　名 判型 頁 定価（税込） 版　元 発行日

近 藤 勝 彦 キ リ スト 教 教 義 学　 下 Ａ 5 1180 14,300 教 文 館 8/24

C・G・シュウェンツェ
ル著／波部雄一郎訳 ヘ ロ デ 大 王 Ａ 5 330 3,300 教 文 館 8/25

日 本 キ リ ス ト 教 団 
出 版 局 編 集 部 編 八木重吉 家族を詩（うた）う

Ａ 5
変 80 1,320 日 本 キ リ ス ト 

教 団 出 版 局 8/25

高 橋 秀 典 心が傷つきやすい人への福音 四六 248 1,650 ヨ ベ ル 8/25

松 本 宣 郎 初 期 キリスト 教 の 世 界 四六 400 3,300 新 教 出 版 社 8/31

宮 平 　 望 旧 約 聖 書　 歴 史 書
─要約と概説

Ａ 5 254 2,200 新 教 出 版 社 8/31

土 井 健 司 教 父 学 入 門
─ニカイア以前の教父たち

四六 272 2,420 新 教 出 版 社 9/12

栗 田 隆 子
呻 き か ら 始 ま る
─祈りと行動に関する 24 の
手紙

四六 248 2,200 新 教 出 版 社 9/22

川 中 　 仁 編 新 約 聖 書 の 奇 跡 物 語 四六 216 2,200 リ ト ン 9/13

松 本 敏 之 ヨハネ福音書を読もう　下
─神の国への郷愁（サウダージ）

四六 248 2,640 日 本 キ リ ス ト 
教 団 出 版 局 9/15

M・ディベリウス著／
辻　 学 監 訳 ／ 
加山宏路、加山久夫、
吉 田 　 忍 訳

聖 書 学 古 典 叢 書
福 音 書 の 様 式 史 Ａ 5 390 9,900 日 本 キ リ ス ト 

教 団 出 版 局 9/16

越 川 弘 英 監 修 キ リ ス ト 教 の 歴 史
お もし ろ ク イ ズドリ ル Ａ 5 96 1,100 日 本 キ リ ス ト 

教 団 出 版 局 9/22

吉 岡 容 子 少 女 の 命・ 女 性 の 命、
嵐 の 中 か ら 新 た な 命 新書 192 1,210 ヨ ベ ル 9/20

金 子 晴 勇 キリスト教思想史の諸時代　Ⅵ
─宗教改革と近代思想

新書 272 1,320 ヨ ベ ル 9/21

ギュイヨン夫人著／ 
大 須 賀 沙 織 訳

短 く簡 単 な 祈りの 方 法
─内的祈りの手引き

四六 228 2,640 教 文 館 9/21

アレクサンドリアのクレ
メンス著／秋山　学訳

キリスト教教父著作集 5
アレクサンドリアのクレメンス3
─パイダゴーゴス（訓導者）他

Ａ 5 648 13,200 教 文 館 9/26

藤 原 淳 賀 編
大 災 害 の 神 学
─東日本大震災国際神学シン
ポジウム講演録

Ａ 5 148 1,980 キリスト新聞社 9/21
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。



あ
る
子
ど
も
は
い
つ
も
心
に
痛
み
を
抱

え
て
い
た
。
自
分
は
聖
書
の
言
葉
通
り
に

信
じ
る
こ
と
も
行
動
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
頑
張
っ
て
み
て
も
偽
善
み
た
い
で
冷

め
る
。
毎
日
罪
を
積
み
重
ね
て
、「
終
わ

り
の
日
」
に
神
様
に
裁
か
れ
て
滅
ぼ
さ
れ

る
。
こ
ん
な
私
じ
ゃ
な
く
、
生
ま
れ
つ
き
罪
の
な
い
イ
エ
ス
様
に
生

ま
れ
た
か
っ
た
。

そ
の
子
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
キ
リ
ス
ト
者
に
な
り
、
礼
拝
説
教

の
な
か
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
信
仰
問
答
問
60
を
聞
い
た
。

問
「
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
な
た
は
神
の
御
前
で
義
と
さ
れ
る
の
で

す
か
」。
答
「
た
だ
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
、
ま
こ
と
の
信

仰
に
よ
っ
て
の
み
で
す
」。
自
分
の
良
心
が
ど
れ
程
、
お
前
は
神
の

戒
め
に
背
き
、
何
一
つ
守
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
な
お
悪
に
傾
き
続

け
て
生
き
て
い
る
と
責
め
た
と
し
て
も
、「
神
は
、
わ
た
し
の
い
か

な
る
功
績
に
も
よ
ら
ず
た
だ
恵
み
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
完
全
な

償
い
と
義
と
聖
を
わ
た
し
に
与
え
、
わ
た
し
の
も
の
と
し
、
あ
た
か

も
わ
た
し
が
何
一
つ
罪
を
犯
し
た
こ
と
も
罪
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
な

く
、
キ
リ
ス
ト
が
わ
た
し
に
代
わ
っ
て
果
さ
れ
た
服
従
を
す
べ
て
わ

た
し
自
身
が
成
し
遂
げ
た
か
の
よ
う
に
み
な
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
」。

今
年
は
、
家
庭
内
で
信
仰
を
強
制
さ
れ
て
育
っ
た
宗
教
二
世
が
注

目
を
集
め
た
。
筆
者
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
も
人
知
れ
ず

悩
み
苦
し
み
続
け
る
人
た
ち
が
日
本
中
に
い
る
と
知
っ
た
。

昔
の
私
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
願
う
。
あ
な
た
は

イ
エ
ス
様
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
。
自
分
が
罪
を
犯
さ
な
い
た
め
で

な
く
、
あ
な
た
の
罪
を
引
き
受
け
る
た
め
に
、
イ
エ
ス
様
は
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
一
緒
に
、
心
か
ら
嬉
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
い
た
い
。

（
石
澤
）

本
・
批
評
と
紹
介

（
書
評
）
井
上
篤
夫
著
『
フ
ル
ベ
ッ
キ
伝
』、
英
国
・
ナ
ザ

レ
ン
神
学
校
著
『
聖
化
の
再
発
見

上
・
下
』、
金
子
晴

勇
著
『
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
の
諸
時
代
Ⅵ
』、
川
中

仁

編
『
新
約
聖
書
の
奇
跡
物
語
』
他
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＝
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日
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遣
志
、
稲
垣
聡
一
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聡
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福
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